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１ 農地中間管理事業利用実績  

 大隅地域振興局管内９市町においては，平成28年度，547hａの農地が県地域振興公社（機構）を

通じて担い手等に貸付けられました。貸付を受けた担い手等は 670 名にのぼり，多くの皆様に御利用

いただいております。(※1) 

これにより，平成26年度から開始した農地中間管理事業による管内の貸付面積累計は，平成29年

３月末時点で1,368ha（鹿児島空港約７個分）となっております。(※2) 

＜県全体実績，平成２９年３月末現在＞ 

※1 H28年度，1,955haの農地が2,377名の担い手等に貸付。 

※2 平成26年度からの担い手等への貸付面積累計は4,836ha（東京ドーム約1,000個分）。 

 

２ トピックス 

 貸出希望農地情報を，県公社（機構）ホームページに掲載する仕組みを開始しました！！ 

 借受可能な農地がいつでもご覧いただけます。是非御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

普 及 だ よ り 
●編集発行                  鹿屋市打馬2丁目16-6 
大隅地域振興局農林水産部農政普及課       TEL：0994-52-214６ 
肝属地域農業改良普及事業協議会         FAX：0994-52-2147 

 ホームページ http://www.pref.kagoshima.jp/chiiki/osumi/index.html 

  

＜農地中間管理事業を御利用ください！！＞ 

＜目     次＞ 

Ｐ１：農地中間管理事業          Ｐ５：＜畜産＞適正出荷で儲かる経営を！ 

Ｐ２：フラワーアレンジメント講習会    Ｐ６：＜茶＞チャトゲコナジラミの天敵 

Ｐ３：水田営農の取組           Ｐ７：＜畑かん＞畑かん利用で高収益農業の展開を 

Ｐ４：＜経営＞収入保険制度        Ｐ８：肝属地区指導農業士の活動 

 

 

 

＜お問合せ先＞ 

・(公財)鹿児島県地域振興公社(農地中間管理機構) 

（Tel）099-223-0223 (ＨＰ)http://www.kagoshima-kikou.jp 
・各市町農政担当課または農業委員会 

詳細情報が表示 地図から借受希望市町村を選択 

各市町農政担当課または農業委員会で

お手続きください。県地域振興公社が関係

機関と一体となって農地の貸し借りをお手

伝いします。 
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地元の花とふれあおう！ 
 フラワーアレンジメント講習会は平成２１年度から取 

組を始め，今回の6月7日開催で28回目となります。 

講師に鹿屋市「リトルドア」の上ノ宮尚子氏を招き， 

１５名の参加がありました。梅雨をイメージしてオアシ 

スを用いずに水を張ったボールに飾るアレンジメントを作 

成しました。 

参加者から「楽しかった，次回も参加したい」というお 

声をいただきました。今後さらにたくさんの県民の皆さん 

に大隅の花に触れていただけるよう，講習会の規模を大き 

くしていきます。次回の開催は12月を予定していますの 

で，皆さんも是非大隅の花をお楽しみください！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肝属地区花き振興会青年部 

フラワーアレンジメント講習会 

〈講師 上ノ宮尚子さん〉 

参加者の 

アレンジメント紹介 

花き消費拡大への取組 
鹿児島は切り花の消費が大きい県として

知られています。しかし近年は本件も含め

全国的に花き消費は，年々減少傾向にあり

ます。 

そこで肝属地区花き振興会青年部では，

地域の花きの PR と消費拡大への取組とし

て自分たちの栽培したキク，バラ，トルコ

ギキョウ，スターチス等を用いたフラワー

アレンジメント講習会を開催しています。 

写真には見えませんが

ボールいっぱいに飾る

ことで，涼しげな作品に

なりました！ 
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 大隅地域の早期地帯は，約５千ｈａの水田面積があり，県内随一の広さを誇っております。今後，水

田営農を確立するためには，気象変動に左右されにくい品種等の導入や地域で協力して営農を行う集落

営農組織の育成が求められています。今回は，関係機関や農業者と連携した実証活動を紹介します。 

 

１ 早期水稲の新品種の特性検討 

  現在の早期水稲の主要品種は，中生のコシヒカリとイクヒカリですが，出穂後の日照不足や高温の

影響で「心白米，乳白米」等が発生し，玄米の検査等級が比較的安定していないのが課題です。そこ

で，昨年，平成 26年度に適品種となった晩生の「なつほのか」の栽培

試験を鹿屋市で行い，下記のような結果が得られました。 

 ＜イクヒカリと比較した実証結果＞ 

 ・なつほのかは，出穂期で５日，収穫期で９日遅い。 

 ・なつほのかの玄米重は，124％と多い（玄米５１４ｋｇ/10a） 

 ・玄米検査等級は，１等で品質が良 

 ・食味試験の結果では，同等以上 

 

  総じて，収量が高く，玄米品質・食味も良好で評価は高いですが，

 収穫期が遅いのが難点です。今後，この品種の作期・作型的位置づけ

 や，各地での評価など，試験することとしています。 

本年は，多肥条件下での収量と品質の違いを調べる実証活動と，比

 較的出穂後が高温になりやすい地域（南大隅町や東串良町など７カ 

 所）で展示栽培を行っています。 

 

２ ＷＣＳの品種構成の検討 

  地域のＷＣＳ用稲の主要品種は，晩生品種のタチアオバやミナミユタカです。収穫期の９月に雨天

が断続的につづくと，水田に大型機械を入れることができないため，収穫作業が遅くなってしまうな

ど，適期収穫が困難な状態が見受けられます。 

そこで，中生品種（たちあやか，ホシアオバﾞ）の品種試験を東串良町で行っており，出穂や収穫時

期及び収量，WCSの品質，嗜好性を比較し，WCS用稲の作期分散が可能かを調査するとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この他，水田の耕作放棄地の解消及び田植え機・コンバインなど機械の過剰投資等を防ぐために， 

集落営農組織の設立・運営や農地の集積のための話し合いの支援を行っています。管内には集落営農組 

織が１３組織（内３組織が法人）の事例があります。 

水田営農の推進する中では，各種の事業や技術を取り入れながら，地域にあった支援を市町やＪＡ等

と連携して行っていくことが大事と考えています。どうぞ，こちらへもお問い合わせください。

＜ 地域の水田営農の取組＞            

＞ 

白米の試食検討会の様子 

品種比較実証ほ 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 中 下 上 下 上 中 下

現状

早刈り 晩　生 刈り遅れ

中生～晩生 　

目指
す姿

収穫

適期収穫

移　植

移　植

１０月

上 中

５月 ６月 ７月 ８月 ９月
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 収入保険制度は、基準収入よりも収入が減少した分を補償範囲内で補填する制度です。肉牛・肉豚・

鶏卵を除く全ての農業経営品目を対象に、それぞれの農業者について，自然災害による収量の減少だけ

でなく、価格低下も含めた収入減少を補填します。 

個々の農業者の収入を正確に把握するために，『青色申告』による確定申告が必要となります。 

 

１ 収入保険制度の対象者 

  ○対象者は，簿記記帳を行い，青色申告を行っている農業者（個人・法人）です。５年以上の青色

申告の実績がある方が基本ですが，１年以上の青色申告実績があれば加入できます。 

  ○そのため，平成30年秋から募集が始まる収入保険制度に加入をするためには，平成29年分から

青色申告に取り組む必要があります。 

  ○マルキン等の対象である肉用牛（肥育），肉用子牛（生産），肉豚，鶏卵については収入保険制

度の対象から除外されます。ただし，複合経営で耕種品目を生産している場合，耕種部門は収入

保険制度に加入できます。 

 

２ 簿記記帳に取り組むには 

（１）複式簿記（正規の簿記） 

  ア パソコン簿記 ノートパソコンと農業簿記ソフトを購入し，日々の記帳を行います。 

           大隅地域振興局農政普及課では，初心者対象のパソコン簿記の基礎研修を６月

～７月に開催し，その後も定例記帳会を行い，決算までサポートします。 

 

  イ 代行記帳   農協に複式簿記の記帳を委託します。代行手数料は約４万円。 

 

  ウ 税理士委託  税理士に委託。委託手数料が必要です。 

 

（２）簡易簿記    

「簡易農業経営簿記」の冊子を使って記帳します。 

 

４ 青色申告の様々なメリット 

（１）青色申告特別控除  

   複式簿記の場合は65万円，簡易簿記の場合は10万円の特 

  別控除が受けられます。 

（２）専従者給与の経費算入 

   生計を一にする家族への給与を全額経費に算入できます。 

   白色申告では，配偶者は85万円，子弟は50万円の上限がありますが，青色申告では上限はあり

ません。 

（３）純損失の繰り越し控除 

   純損失（赤字）が発生した場合，翌年以降３年間にわたり繰り越して各年の所得から控除できま

す。 

（４）信用力の向上 

   合理的な経営管理をしているため，融資機関等から見た信用力が向上します。

＜収入保険制度に加入には青色申告が必要です！＞ 

を入力 

パソコン簿記基礎研修会 
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＜適正出荷で儲かる経営を！＞ 

を入力 
○肝属中央家畜市場では適正出荷推進のため，子牛育成マニュアルに基づき去勢250日齢，めす260

日齢での出荷を推進していますが，平成28年の出荷実績は去勢273日齢，めす275日齢となって

います。 

○また，マニュアルをもとに平成 28 年の子牛セリ市出荷成績を分析すると，１ヶ月出荷月齢が伸び

ることにより，販売価格は去勢で 14,380 円，めすで 6,919 円，安く，飼料代は，現在の飼料単価

で計算すると，去勢で19,620円，めすで17,385円余分にかかると試算されました。 

○販売価格と飼料代を合わせると，マニュアル通りに出荷することにより去勢 34,000 円，めすで

24,304円得することになります。 

○子牛発育改善に繋がる子牛育成飼料給与マニュアルを下記に記載しますので参考にしてください。 
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 管内のチャトゲコナジラミ（写真１）は，平成 25 年にはじめて田代町で発生を確認し，その後，錦

江町の広い範囲の茶園でみられるようになっています。チャトゲコナジラミが多発生した園では，下葉

に黒いすす（写真２）がたくさん付きます。肝属管内では，錦江町と南大隅町で発生していますが，今

後，鹿屋市管内での発生拡大が懸念されています。 

 

                    

写真１ 茶に寄生するチャトゲコナジラミ  写真２ チャトゲコナジラミが多発  写真３ シルベストリコバチ 

     （左上は成虫，葉裏は幼虫）       し，すす病が発生した様子      （左：雄，右：雌）                           

  

１ チャトゲコナジラミの防除に活躍する天敵の発生を確認 

 チャトゲコナジラミに対する有力な天敵として，シルベストリコバチ（写真３）が知られています。，

肝属管内では，その発生が確認されていませんでしたが，平成 29 年 5 月に，錦江町田代の茶園で，シ

ルベストリコバチの発生を確認し，周辺ほ場でもその発生を確認しました。 

２ 天敵を有効に活用する方法    

 シルベストリコバチは，一般の害虫防除に使用する薬剤の影響を受けやすいです。有機リン系薬剤の

スプラサイド乳剤やオルトラン水和剤などは天敵に大きな影響を与えるので，極力使用を避けるように

してください（表１）。特に，スプラサイド乳剤は一番茶後のクワシロカイガラムシの防除によく使用

しますが，アプロードエースフロアブルなどの天敵に影響の少ない剤へ変更することで天敵がスムーズ

に定着し，チャトゲコナジラミの発生を抑えてくれる働きをします。 

＜  チャトゲコナジラミの天敵   ＞ 

を入力 
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 国営かんがい排水事業肝属中部地区(鹿屋市，肝付町，受益面積1,537ha)では，現在，肝付町の荒瀨

ダム本体の完成を受けて，ダムへの湛水試験を行っています。予定では，平成30年度当初に第三・第

七肝付地区，吾平南西部１期・２期地区，第二・第三鹿屋地区の一部が通水となります。 

 畑かん通水により，多くの効果が期待できます。下表は過去の実証ほ実績による増収効果です。 

 

 この他に，天候に左右されずに計画的な作付けができる点，降灰洗浄，降霜害防止，生理障害防止な

ど様々な効果が期待できます。 

 

通水予定地区の農家のみなさんには，開栓・散水器具導入の説明会を行う予定です。県営事業期間中

は農家負担約２割で散水器具の導入ができますので，早めに開栓・散水器具導入の申込みを行ってくだ

さい。申込先は，肝属中部土地改良区(４５－７１２０)または，鹿屋市役所農地整備課，吾平総合支所

産業建設課，肝付町役場農業振興課となっています。 

 

【主な散水器具】 

 スプリンクラー(30番) 

散水時間；約3時間 

農家負担 

約6.2万円/10a 

(14台/30a) 

 

 

 

 

 

固定式スプリンクラー 

散水時間；3時間 

農家負担 

約5.5万円/10a 

(4台/30a) 

 

 

 

 

 

噴射ホース 

散水時間；2～3時間 

農家負担 

約4.8万円/10a 

(100ｍ×3本/30a) 

 

 

 

 

 

ロールカー 

散水時間：3～5時間 

農家負担 

約30万円/1台 

1台で60a以上が条件 

 

 

 

 

 

レインガン 

散水時間：1～3時間 

農家負担 

約4.5万円/10a 

(4台/30ａ) 

 

 

 

 

 

スマートレイン 

散水時間；約1時間 

農家負担 

約65万円/1台 

1台で2ha以上が条件 

※ 必要台数，作業時間，農家負担額(ホース等付属品込み)は目安です。ほ場の形状によって，異な

ってきます。      出展：曽於地域畑かん営農技術マニュアル追補版P12～13

表 主要品目のかん水による増収効果 

  
かん水区 

（kg/10a) 

無かん水区 

(kg/10a) 

増収率 

 

単価 

(円/kg) 

増収効果※ 

(円/10a) 

散水器具償却費＋

賦課金(円/10a) 

新ごぼう 805 533 151％ 530 133,594 
10,743 

(7,143＋3,600) 
にんじん 4,791 3,868 124％ 70 53,907 

さといも 2,830 1,890 150％ 100 83,307 

※ 増収効果は，散水器具償却費 7,143円(農家負担金 50,000円/7年)，賦課金 3,600円を引い

てあります。 

＜畑かん利用で，高収益農業の展開を＞ 

を入力 



（８）第３２号                           平成２９年８月発行 

 

 

 

  

肝属指導農業士会は，県下で最も多い４３名の

会員で（野菜部門１９名，畜産部門１２名，花き

部門４名，茶部門３名，果樹部門２名，水稲・普

通作部門３名），新規就農者や青年農業者の育成

に取り組んでいます。 

１ 新規就農者農場訪問 

  平成２８年度は，青年就農給付金対象者も 

含め，３６名の農場を訪問しました。女性農

  業経営士や関係機関と連携し，栽培技術等の  ＜新規就農者の農場で技術等をアドバイス＞ 

助言や意見交換を行いました。 

 

２ 農業青年クラブへの支援 

  農業青年クラブが主催する会議や組織活動に

 出席して助言等を行っています。また，地区青

 年農業者会議では，プロジェクト・意見発表の

 審査の中で助言指導も行い，課題解決の支援も

 しています。 

  

３ ブロック研修             

  会員並びに連携組織との交流や資質向上を目 ＜地区青年会議でプロジェクト発表等に助言・指導＞ 

 的に開催しています。平成２８年は会員の優れ

 た経営（水稲及びピーマン部門），集落営農組

 織「(農)うましさと吾平」の事例紹介と吾平ピ

 ーマンでの新規就農者に対する支援策について

 研修しました。 

 

４ 夫婦研修会 

  農業経営のパートナーとともに夫婦研修会

  を開催しています。           

   現地検討や青年クラブとの合同研修，室内         ＜ブロック研修＞ 

研修等それぞれ工夫を凝らして実施していま

  す。                   

                       

５ 最後に 

 平成２９年に４名の方が新たに指導農業士会

 に加入されました。これからも会員の交流や資質

 向上を図りながら関係機関や女性農業経営士等と

 も連携し，新規就農者の支援に努めたいと考えて

 います。                  

                      

                           ＜夫婦研修で指導農業士のほ場を研修＞ 

鹿屋市～農業体験～ 鹿屋市～農業体験～ 

＜肝属地区指導農業士の活動＞ 


